
［労災保険］仕事中、通勤途中のけがや疾病によって、治療や休業が必要な場合に治
療費や休業補償給付などを行う保険。［雇用保険］従業員が仕事を辞めなければならな
くなったときに、次の就職先が決まるまでの生活保障。［代行委託のメリット］①面倒
な事務手続きを任せることで、事業に専念できる。 ②労働保険料分納可能（年3回）③
家族専従者も労災保険に加入可能（特別加入）

労働保険の
メンテナンス
代行します 京都府料理飲食業福祉厚生事業協会☎075(252)0287お問い合わせ

飲食店経営にとっても重要な、労災保険と雇用保険を合わせた「労働保険」。
京都府料理飲食業福祉厚生事業協会が、この事務処理を代行します。

取り扱い
やってます

連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料率
や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは 京都料理飲食業組合連合会☎075(252)0287

ぼ
た
ん
海
老
が
中
央
に
鎮
座
す
る
造
り
盛
り
は
２
４
０
０
円
〜
で
、

写
真
が
３
０
０
０
円
。
海
老
、
キ
ス
、
椎
茸
、
な
ど
天
ぷ
ら
盛
り
合

わ
せ
は
１
５
０
０
円
。
ゴ
ー
ヤ
を
鎖
状
に
し
た
り
、
焼
売
の
皮
を
折

り
鶴
に
し
て
揚
げ
た
も
の
を
添
え
る
な
ど
、
細
工
も
流
流

人
も
魚
も
、
目
を
見
て
安
心

そ
の
目
の
届
く
店
で
心
機
一
転

公
式
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
始

拡
大
し
つ
つ
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
連
絡
網

寿司くら（すしくら）
宇治市小倉町天王37-13　☎0774（20）2864
17:00～22:00／水休

25年前の創業時は近鉄小倉駅から北東の小倉町老ノ木に店を構え、30
席以上あったその店から徒歩3分ほどの地に、カウンターも5席、テーブ
ルも2卓のコンパクトな店に移転オープン。文中にある食材の目利きの確
かさ、また料理のリーズナブルさもあって常客メインの地元密着型に

　

今
年
の
６
月
に
25
年

営
ん
だ
地
を
離
れ
、
２

５
０
ｍ
ほ
ど
の
距
離
に

心
機
一
転
、
移
転
オ
ー

い
と
い
う
も
の
の
、「
夏

に
５
㎏
も
あ
る
天
然
フ

グ
の
上
物
を
見
つ
け
て

『
ど
う
す
る
？
』
と
な
っ

た
り
、
請
わ
れ
て
ク
エ

を
10
㎏
仕
入
れ
て
『
ネ

タ
ケ
ー
ス
が
こ
れ
だ
け

で
埋
ま
る
が
な
』と
な
っ

た
り
」
こ
れ
ぞ
仕
入
れ

の
醍
醐
味
、
食
材
へ
の

目
届
き
も
貫
く
親
子
鷹

だ
。

プ
ン
し
た
ば
か
り
。
親

子
二
代
、
カ
ウ
ン
タ
ー

も
テ
ー
ブ
ル
も
、
い
わ

ゆ
る
「
手
と
目
が
届
く

店
」
と
な
っ
た
。
寿
司

を
メ
イ
ン
に
天
ぷ
ら
や

鍋
を
供
す
る
店
だ
が
、

地
に
足
を
付
け
た
姿
勢

は
徹
底
し
て
い
て
、
常

客
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

移
転
に
つ
い
て
も
さ
ほ

ど
大
っ
ぴ
ら
に
は
し
て

い
な
い
。い
わ
ゆ
る
ネ
ッ

ト
情
報
も
ほ
ぼ
遮
断
し

て
い
て
、「
今
も
ご
存
じ

な
い
方
が
（
笑
）」
と
二

代
目
。

　

週
に
３
度
、
４
度
と

足
繁
く
市
場
に
通
い
、

昨
今
は
何
も
か
も
早
め

早
め
に
食
材
が
出
回
り

始
め
、
旬
が
掴
み
づ
ら

　

毎
日
、
も
し
く
は
こ

の
頻
度
で
自
ら
仕
入
れ

に
市
場
や
産
地
に
出
向

く
店
が
、
総
数
の
何
％

か
は
分
か
ら
な
い
し
、

そ
れ
が
正
し
い
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
。
実
際

「
仕
入
れ
に
足
を
運
ぶ
と

昼
の
営
業
は
難
し
い
」

と
も
お
っ
し
ゃ
る
。
そ

れ
で
も
人
に
は
目
配
り

を
、
魚
に
は
目
利
き
を
、

「
目
を
見
て
仕
事
を
す

る
」
と
い
う
の
は
ひ
と

つ
の
理
想
で
は
あ
ろ
う
。

そ
の
お
手
本
だ
。

手
前
か
ら
時
計
回
り
に
ホ
タ
テ
貝
柱
、
ト
リ
貝
、
ト
ロ
、
イ
カ
、
ツ

ブ
貝
、
蟹
、
ヒ
ラ
メ
、
海
老
、
鰻
と
き
て
中
央
に
ウ
ニ
の
軍
艦
の
お

ま
か
せ
10
点
盛
り
で
３
５
０
０
円
。
美
山
で
自
ら
仕
入
れ
る
米
の

シ
ャ
リ
は
優
し
い
味
で
、
握
り
も
ホ
ロ
っ
と
ほ
ど
け
る
密
度

　

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
が
、
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」

を
開
始
し
た
。
牧
野
順
二
理

事
長
は
「
大
切
な
情
報
を
よ

り
速
く
、
組
合
員
の
皆
様
に

配
信
し
ま
す
。
今
後
は
皆
様

の
お
声
も
直
接
聞
か
せ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま

す
の
で
、
是
非
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
ご
登
録
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

　

既
に
コ
ロ
ナ
禍
で
ラ
イ
ン

を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

を
行
う
な
ど
の
例
は
あ
る
が
、

組
合
間
、
ま
た
組
合
員
間
の

連
絡
に
つ
い
て
は
、
現
在
も

郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー
ル
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
混
在
し
て
い
る
場

合
が
多
い
。
全
て
の
組
合
員

が
ア
プ
リ
の
統
一
、
共
有
を

で
き
る
か
と
い
う
難
題
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
で
、
今
後
も

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
需
要
は
高
ま
っ
て

い
く
と
思
わ
れ
る
。

今
年
も
力
試
し
の
季
節
到
来

テ
ー
マ
は
新
選
組
・
ト
レ
イ
ル
・
家
康

　

今
年
も
京
都
商
工
会
議
所
が
主

催
す
る
京
都
・
観
光
文
化
検
定
試

験
が
行
わ
れ
る
。
今
年
は
超
難
問
、

１
級
、
２
級
の
過
去
問
を
用
意
し

た
。
２
０
２
３
年
の
公
開
テ
ー
マ

問
題
は
３
級
「
新
選
組
結
成
１
６

０
年
」、
２
級
「
京
都
一
周
ト
レ

イ
ル 

 ®
」、
１
級
「
家
康
伊
賀
越
え

の
道
〜
伝
承
と
そ
の
周
辺
の
史
跡

〜
」
と
な
っ
て
お
り
、
歴
史
好
き

に
は
腕
が
鳴
る
、
と
思
っ
た
ら
ぜ

ひ
受
験
を
。

織
田
信
長
に
攻
め
ら
れ
た
石
山
本
願
寺
の
門
徒
が
兵
糧
に
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
と
い
う
、
現
在
も
西
本
願
寺
の
御
用
菓
子
に
な
っ

て
い
る
も
の
は
何
か
。

ア 

松
風
　
イ 

鎌
餅
　
ウ 

洲
浜
　
エ 

ど
ら
焼

⒊
秋
の
野
趣
あ
ふ
れ
る
風
情
を
あ
ら
わ
し
、
干
菓
子
盆
に
美
し
く
盛

り
付
け
て
供
さ
れ
る
菓
子
は
何
か
。

ア 

唐
板
　
イ 

吹
き
寄
せ
　
ウ 

真
盛
豆
　
エ 

金
平
糖

⒋
淡
白
な
味
で
甘
み
は
少
な
く
水
気
が
多
い
の
が
特
徴
の
、
安
楽
寺
で

中
風
除
け
に
ふ
る
ま
わ
れ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
京
野
菜
は
何
か
。

ア 

桂
う
り
　
イ 

鹿
ヶ
谷
か
ぼ
ち
ゃ
　
ウ 

聖
護
院
か
ぶ

エ 

京
山
科
な
す

⒉

鱧
し
ゃ
ぶ
は
シ
メ
の
素
麺
付
き
で
３
２
０
０
円
、
身
の
厚
い
鮎
の
塩

焼
き
７
０
０
円

台
盤
（
机
）
の
上
に
並
べ
ら
れ
た
た
め
「
台
盤
料
理
」
と
も
称
さ

れ
る
、
公
家
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
料
理
は
何
か
。

ア 

本
膳
料
理
　
イ 

懐
石
料
理
　
ウ 

普
茶
料
理
　
エ 

大
饗
料
理

⒈ ◆ 

昨
年
出
題
の
第
21
回
京
都
検
定
２
級
よ
り

◆ 

昨
年
出
題
の
第
21
回
京
都
検
定
１
級
よ
り
（
記
述
問
題
）

真
如
堂
で
は
、
毎
年
３
月
に
涅
槃
会
が
行
わ
れ
、
大
涅
槃
図
が
公

開
さ
れ
る
。
そ
の
時
に
授
与
さ
れ
る
、
無
病
息
災
の
ご
利
益
が
あ

る
京
菓
子
は
何
か
。

⒌

2023年12月10日（日）
3級 10:00～ ／ 2級・1級 13:30～
2023年8月18日（金）～10月23日（月）
3級 3,850円、2級 4,950円、1級 7,700円
京都商工会議所 会員部 検定事業課　☎075（341）9765
https://www.kyotokentei.ne.jp/

【

【
【
【

】

】
】
】

第23回  試験日

申込期間（個人）
受 験 料（個人）
問 い 合 わ せ

答
え
（
八
面
に
掲
載
）

京都検定
公式ホームページ

京  都  料  理  飲  食  新  聞（１）２０２３年（令和５年）８月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６０号

https://www.kyo-ryoinren.com

京   都   料   理   飲   食   新   聞
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

二
〇
二
三
年　

葉
月

令和5年7月28日現在

　
　
　

  

山
科
区
竹
鼻
地
蔵
寺
南
町

　
　
　

  　
　
　
　
　

木
原
ビ
ル
１
Ｆ
北
側

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

５
０
２ ̶ 

２
９
８
９

京
都
府
　  
組
合
連
合
会

料
　
理

飲
食
業

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

　
　
　
　
　
　

  　
　

  

京
都
料
飲
国
保
会
館

電　

話  

２
５
２ ̶ 

０
２
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２ ̶ 

０
２
８
８

〒
６
０
４̶

　

０
９
５
１

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

電　

話  

２
５
６ ̶ 

３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
６ ̶ 

６
４
３
８

〒
６
０
４̶

　

０
９
５
１

京
都
府
麺
類
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
柳
馬
場
通
三
条
上
ル
油
屋
町
九
四

　
　
　
　
　
　

 

わ
た
つ
ね
ビ
ル
二
〇
五
号
室

電　

話  

２
２
１ ̶ 

３
９
６
４

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
０
８ ̶ 

２
８
１
７

〒
６
０
４̶

　

８
１
０
３

理
事
長　

三
嶋　

吉
晴

副
理
事
長　

𠮷
川　

忠
雄

副
理
事
長　

岩
尾
孝
太
郎

会
計
理
事　

槙
村　

昌
浩

京
都
府
社
交
料
飲
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

左
京
区
田
中
西
樋
ノ
口
町
九
〇

電　

話  

７
２
２ ̶ 

２
０
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
１
１ ̶ 

６
１
２
３

〒
６
０
６̶

　

８
２
２
１

理
事
長　

山
岡
景
一
郎

副
理
事
長　

村
上　

裕
子

副
理
事
長　

蘆
田　

康
司

京
都
府
喫
茶
飲
食
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
寺
町
西
入
山
本
町
四
三
三

　
　
　
　
　

  　
　
　

 

ナ
カ
ム
ラ
ビ
ル
二
階

電　

話  

２
５
６ ̶ 

１
６
４
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
１ ̶ 

０
２
５
０

〒
６
０
４̶

　

０
９
３
３

理
事
長　

浅
沼　

健
夫

副
理
事
長　

前
田　
　

剛

副
理
事
長　

山
田
喜
久
夫

専
務
理
事　

平
栗　

由
貴

京
都
魚
菜
鮓
商
協
同
組
合

　
　
　

  

京
都
市
伏
見
区
伯
耆
町
１̶

２
合
地

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
７
７ ̶ 

５
０
２
１

〒
６
１
２̶

　

８
０
５
５

理
事
長　

田
中　
　

登

副
理
事
長　

中
野
万
治
郎

副
理
事
長　

中
野　

義
和

専
務
理
事　

木
村　

裕
一

京
都
府
ふ
ぐ
組
合

　
　
　

  

北
区
千
本
北
大
路
東
入
ル
北
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
と
も
え
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

４
９
３ ̶ 

７
２
２
９

〒
６
０
３̶

　

８
２
３
５

理
事
長　

亀
井　

一
洋

副
理
事
長　

吉
田　

昌
弘

副
理
事
長　

花
登　

一
彦

副
理
事
長　

榎
本　

初
幸

副
理
事
長　

柳
澤　

伸
夫

京
都
料
理
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

　
　
　
　

  　
　

京
都
料
飲
国
保
会
館
一
階

電　

話  

２
２
１ ̶ 

５
８
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２ ̶ 

４
６
３
９

〒
６
０
４̶

　

０
９
５
１

組
合
長　

寺
田　

紳
一

副
組
合
長　

髙
澤　

陽
一

副
組
合
長　

新
造　

一
夫

副
組
合
長　

髙
見　
　

浩

京
都
府
料
理
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

　
　
　
　

  　
　

京
都
料
飲
国
保
会
館
一
階

電　

話  

２
２
１ ̶ 

５
８
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２ ̶ 

４
６
３
９

〒
６
０
４̶

　

０
９
５
１

理
事
長　

園
部　

平
八

副
理
事
長　

新
造　

一
夫

副
理
事
長　

栗
栖　

正
博

副
理
事
長　

寺
田　

紳
一

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

電　

話  

２
５
２ ̶ 

３
１
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２ ̶ 

０
６
６
８

〒
６
０
４̶

　

０
９
５
１

京
都
府
寿
司
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

下
京
区
朱
雀
分
木
町 

市
有
地
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
連
10
号
棟
二
階

電　

話  

３
２
１ ̶ 

５
４
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
２
１ ̶ 

５
４
０
０

〒
６
０
０̶

　

８
８
４
７

理
事
長　

宇
治
田
脩
盂

副
理
事
長　

佐
々
木
邦
泰

副
理
事
長　

花
登　

一
彦

副
理
事
長　

吉
野　
　

昭

副
理
事
長　

木
村　

裕
一

副
理
事
長　

宮
本　

博
義

大
宮
町
料
飲
業
組
合

　
　
　

  

京
丹
後
市
大
宮
町
口
大
野

　
　
　

  

四
七
八̶

六  

レ
ス
ト
ラ
ン 

七
福
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
２ ̶ 

６
８ ̶ 

０
９
１
６

〒
６
２
９̶

　

２
５
０
１

組
合
長　

髙
橋　

正
年

副
組
合
長　

田
中　
　

豊

会　
　

計　

平
井　

辰
男

京
都
料
理
飲
食
業

理
事
長　

石
谷　

彰
男

副
理
事
長　

本
村　

哲
朗

副
理
事
長　

四
方　

幸
廣

法
令
遵
守
担
当
理
事　

寺
田　

紳
一

常
務
理
事　

本
城　

忠
宏

常
務
理
事　

藤
田
恒
二
郎

　
　
　

  

東
山
区
松
原
通
東
大
路
西
入
新
シ
町
一
二
六̶

一

電
話
㈹  

５
６
１ ̶  

１
２
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

５
２
５ ̶  

１
９
３
０

〒
６
０
５̶

　

０
８
５
６

東
山
料
理
飲
食
業
組
合

　
　
　

  

左
京
区
岡
崎
北
御
所
町
33

電　

話  

７
７
１ ̶ 

３
７
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
５
２ ̶ 

４
０
５
１

〒
６
０
６̶

　

８
８
３
６

川
端
料
理
飲
食
業
組
合

理
事
長　

樫
本　

大
輔

副
理
事
長　

山
田　

義
行

副
理
事
長　

伊
藤　

英
彰

会
計
兼
副
理
事
長　

髙
橋　

一
欽

　
　
　

  

上
京
区
土
屋
町
通
一
条
下
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
東
西
俵
屋
町
六
五
六̶

三

電　

話  

４
５
１ ̶ 

７
１
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

４
５
１ ̶ 

８
４
６
５

〒
６
０
２̶

　

８
２
９
４

京
都
上
京
　  

組
合

理
事
長　

岡
本　

正
治

副
理
事
長　

松
本　

久
勝

副
理
事
長　

藤
原　

豊
廣

副
理
事
長　

梅
原　

貴
之

会　
　

計　

中
島　

秀
行

　
　
　

  

下
京
区
木
津
屋
橋
通
猪
熊
西
入
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
金
換
町
八
〇̶

二

電　

話  
３
５
１ ̶ 

４
３
９
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
４
１ ̶ 

６
９
７
８

〒
６
０
０̶

　

８
２
５
８

京
都
下
京
　  

組
合

理
事
長　

本
村　

哲
朗

副
理
事
長　

谷　
　

吉
泰

副
理
事
長　

藤
井　

久
雄

副
理
事
長　

林　
　

一
郎

会　
　

計　

益
田　
　

藍

　
　
　

  

右
京
区
嵯
峨
天
龍
寺
芒
の
馬
場
町
40

電　

話  

８
６
２ ̶ 

１
８
８
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

８
６
２ ̶ 

１
８
３
８

〒
６
１
６̶

　

８
３
８
５

嵐
山
料
飲
組
合

理
事
長　

牧
野　

順
二

副
理
事
長　

吉
田　

憲
司

副
理
事
長　

田
中　

秀
幸

会
計
理
事　

早
田　

一
郎

常
任
理
事　

磯
橋
真
二
郎

常
任
理
事　

若
杉　

一
利

　
　
　

  

右
京
区
西
院
下
花
田
町
三

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
１
１ ̶ 

０
５
１
６

〒
６
１
５̶

　

０
０
０
４

西
京
都
　  

組
合

理
事
長　

竹
内　

文
都

副
理
事
長　

高
見　
　

浩

会
計
理
事　

熊
代　
　

満

相
談
役　

安
藤　

彦
三

　
　
　

  

中
京
区
雁
金
町
三
七
三

　
　
　
　
　

  　

み
よ
い
ビ
ル
二
〇
五
号

電　

話  

２
３
１ ̶ 

２
６
２
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
１
１ ̶ 

４
６
０
４

〒
６
０
４̶

　

８
１
１
５

理
事
長　

松
井　

信
也

副
理
事
長　

伊
藤　

美
紀

副
理
事
長　

志
田　

幸
子

会　
　

計　

森　
　

初
恵

　
　
　

  

綾
部
市
大
島
町
畠
田
五̶

四

　
　
　
　
　

 　
　
　

和
風
料
理
ひ
が
し
山
内

電　

話  

０
７
７
３ ̶ 

４
２ ̶ 

０
７
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
３ ̶ 

４
２ ̶ 

９
０
７
９

〒
６
２
３̶

　

０
０
４
６

綾
部
料
飲
組
合
連
合
会

会　
　

長　

四
方　

幸
廣

副
会
長　

新
庄　
　

真

副
会
長　

谷
久　

憲
司

会　
　

計　

坂
口　

浩
文

　
　
　

  

与
謝
郡
与
謝
野
町
石
川
八
七
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
次
喜
多
内

電　

話  

０
７
７
２ ̶ 

４
２ ̶ 

０
８
４
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
２ ̶ 

４
２ ̶ 

３
１
９
３

〒
６
２
９̶

　

２
３
０
３

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

加
悦
谷
支
部

支
部
長　

公
手　
　

弥

副
支
部
長　

竹
村　

清
史

会　
　

計　

柴
野
日
出
樹

監　
　

事　

鈴
木　

孝
昌

相
談
役　

鳴
海
晴
一
郎

　
　
　

  

久
世
郡
久
御
山
町
田
井
浜
代
五̶ 

一

　
　
　
　
　
　
　
　

久
御
山
町
商
工
会
館
内

電　

話  

６
３
１ ̶ 

６
５
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

６
３
１ ̶ 

６
７
５
０

〒
６
１
３̶

　

０
０
３
６

京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

久
御
山
支
部

支
部
長　

中
西　

行
光

副
支
部
長　

稲
村　

正
樹

　
　
　

  

宮
津
市
魚
屋
９
０
４

　
　
　
　
　
　
　
　

仕
出
し
惣
菜
み
や
け
内

電　

話  

０
７
７
２ ̶ 

２
２ ̶ 
３
３
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
２ ̶ 

２
２ ̶ 
７
４
５
８

〒
６
２
６̶

　

０
０
１
５

宮
津
料
飲
組
合

組
合
長　

三
宅　

幸
広

副
組
合
長　

加
藤　

洋
子

副
組
合
長　

松
浪　

宏
志

副
組
合
長　

岡
田　

伸
二

　
　
　

  

福
知
山
市
和
久
市
町
二
二̶

二

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
３ ̶ 

２
２ ̶ 

２
０
５
２

〒
６
２
０̶

　

０
０
６
２

福
知
山
市
　  

連
合
会

会　
　

長　

中
山　

憲
秋

副
会
長　

友
繁　
　

諭

副
会
長　

高
野　
　

隆

副
会
長　

土
橋　

雅
人

専
務
理
事　

荒
砂　

和
浩

会　
　

計　

磯
井　

龍
行

相
談
役　

飯
谷　

光
雄

　
　
　

  

南
丹
市
美
山
町
安
掛
風
呂
ノ
元
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

た
け
よ
し
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
１ ̶ 

７
５ ̶ 

０
２
０
３

〒
６
０
１̶

　

０
７
２
２

美
山
町
料
飲
組
合

組
合
長　

神
田　

和
行

副
組
合
長　

芦
生　

佳
和

会　
　

計　

鈴
木　
　

登

　
　
　

  

京
丹
後
市
峰
山
町
杉
谷
一
〇
一
二̶

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
乃
家
内

電　

話  

０
７
７
２ ̶ 

６
２ ̶ 

０
１
０
４

〒
６
２
７̶

　

０
０
１
２

峰
山
町
料
飲
組
合

組
合
長　

戸
田　

克
典

副
組
合
長　

田
中　

良
剛

会　
　

計　

阪
本　
　

譲
　
　
　

  

宇
治
市
広
野
町
大
開
七
八̶

二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
西
村
方
）

電　

話  

０
７
７
４ ̶ 

４
１ ̶ 

６
０
０
２

〒
６
１
１̶

　

０
０
３
１

大
久
保
料
飲
組
合

相
談
役　

江
口　

恵
助

理
事
長　

村
上　

善
彦

副
理
事
長　

上
田
ヤ
ヨ
イ

副
理
事
長　

花
田　

宗
都

理　
　

事　

西
村　

聡
史

理　
　

事　

小
川　

恵
子

　
　
　

  
京
丹
後
市
網
野
町
網
野

　
　
　

  　
　

  
２
８
９
４
番
地
29　

大
吉
内

電　

話  

０
７
７
２ ̶ 

７
２ ̶ 

４
４
５
５

〒
６
２
９̶

　

３
１
０
１

網
野
町
料
飲
組
合

組
合
長　

山
副　

昭
夫

副
組
合
長　

吉
岡　

隆
裕

会　
　

計　

岩
渕　

利
次

　
　
　

  

宇
治
市
宇
治
琵
琶
四
五̶

十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治
商
工
会
議
所
内

電　

話  

０
７
７
４ ̶ 

２
３ ̶ 

３
１
０
１

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
４ ̶ 

２
４ ̶ 

６
９
３
０

〒
６
１
１̶

　

０
０
２
１

宇
治
飲
食
喫
茶
組
合

組
合
長　

西
山　

政
利

副
組
合
長　

奥
村　

建
至

会
計
担
当　

遠
藤　
　

創

　
　
　

  

京
丹
後
市
久
美
浜
町
野
中
二
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
杉
本
屋
内

電　

話  

０
７
７
２ ̶ 

８
４ ̶ 

０
０
０
６

〒
６
２
９̶

　

３
５
６
１

久
美
浜
町
料
飲
組
合

組
合
長　

上
杉　

年
雄

　
　
　

  

舞
鶴
市
公
文
名
２
２
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ん
な
り
食
堂
内

電　

話  

０
７
７
３ ̶ 

７
５ ̶ 

１
９
０
０

〒
６
２
４̶

　

０
８
２
１

舞
鶴
西
料
飲
組
合

　
　
　

  

右
京
区
谷
口
園
町
24 

萬
長
内

電　

話  

４
６
１ ̶ 

５
６
６
２

Ｆ
Ａ
Ｘ  

４
６
１ ̶ 

５
６
６
３

〒
６
１
６̶

　

８
０
１
５

右
京
料
理
飲
食
業
組
合

理
事
長　

石
谷　

彰
男

副
理
事
長　

畠
中　
　

勉

副
理
事
長　

加
藤　

孝
行

理　
　

事　

中
川　

篤
彦

理　
　

事　

坂
口　

清
一

　
　
　

  

左
京
区
北
白
川
地
蔵
谷
町
一̶

一
二
五

　
　
　
　
　

北
白
川
天
然
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
内

電　

話  

７
８
１ ̶ 

４
５
２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
８
１ ̶ 

５
０
１
６

〒
６
０
６̶

　

８
２
９
４

中
立
売
　  

組
合

理
事
長　

藤
田
恒
二
郎

副
理
事
長　

梶　
　

憲
司

副
理
事
長　

木
村　

好
男

副
理
事
長　

中
谷　

安
志

会
計
理
事　

平
井　

利
昭

　
　
　

  

左
京
区
岩
倉
三
宅
町
四
一
五

電　

話  

７
８
１ ̶ 

０
６
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

７
８
１ ̶ 

４
３
２
６

〒
６
０
６̶

　

０
０
２
２

〒
６
０
７̶

　

８
０
８
８

洛
北
　  

組
合
連
合
会

会　
　

長　

中
東　

久
雄

副
会
長　

那
須　
　

昇

副
会
長　

藤
谷　

宏
徳

副
会
長　

中
島　

一
彰

会　
　

計　

畠
中　

一
芳

会　
　

計　

西
村　

光
子

　
　
　

  

伏
見
区
深
草
開
土
町
二̶

四

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

稲
福
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

６
４
２ ̶ 

９
５
８
０

〒
６
１
２̶

　

０
８
０
６

伏
見
料
理
飲
食
業
組
合

理
事
長　

本
城　

忠
宏

副
理
事
長　

恒
川　

浩
史

副
理
事
長　

西
村　

雅
憲

会　
　

計　

中
澤　

秀
仁

理　
　

事　

兒
玉
庄
太
郎

山
科
料
理
飲
食
業
組
合

理
事
長　

林
田　

正
誼

副
理
事
長　

林　
　
　

勤

副
理
事
長　

宮
本　

博
義

会
計
担
当　

竹
内　

多
津

　
　
　
　
　
　
（
事
務
員
）

　
　
　

  

南
区
唐
橋
西
平
垣
町
一̶

一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店
舗
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
４
１ ̶ 
９
４
１
２

〒
６
０
１̶

　

８
４
６
８

相
互
料
理
飲
食
業
組
合

理
事
長　

里
井　

伸
市

会　
　

計　

乾　
　

睦
亮

　
　
　

  

下
京
区
綾
小
路
通
御
幸
町
西
入
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

足
袋
屋
町
三
一
七̶

九

電　

話  

３
６
１ ̶ 

８
２
３
２

Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
６
１ ̶ 

８
２
３
１

〒
６
０
０̶

　

８
０
３
８

五
条
料
理
飲
食
業
組
合

理
事
長　

栗
栖　

正
博

副
理
事
長　

瀧
井　

義
郎

副
理
事
長　

植
田　
　

健

副
理
事
長　

佐
々
木
行
浩

会
計
理
事　

清
水　

敏
夫

　
　
　

  

下
京
区
柳
町
３
３
８

　
　
　

 　
　
　
（
東
中
筋
通
り
正
面
角
２
階
）

　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

招
福
亭
内

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

３
７
１ ̶ 

０
５
４
３

〒
６
０
０̶

　

８
３
４
４

七
条
料
理
飲
食
業
組
合

理
事
長　

清
水　

久
行

副
理
事
長　

折
橋　

正
明

会
計
兼
副
理
事
長　

武
藤　
　

淳

会
計
監
査　

飯
村　

義
之

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

電　

話  

２
５
２ ̶ 

０
２
８
７

Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
５
２ ̶ 

０
２
８
８

〒
６
０
４̶

　

０
９
５
１

京
都
府
料
理
飲
食
業

福
祉
厚
生
事
業
協
会

理
事
長　

本
村　

哲
朗

理
事
長
代
理　

牧
野　

順
二

　
　
　

  

亀
岡
市
余
部
町
宝
久
保
一̶

一

  

ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か 

亀
岡
商
工
会
議
所
内

電　

話  

０
７
７
１ ̶ 

２
２ ̶ 

０
０
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
７
７
１ ̶ 

２
５ ̶ 

１
２
０
０

〒
６
２
１̶

　

０
８
０
６

亀
岡
料
飲
連
合
会

会　
　

長　

木
戸　

邦
考

副
会
長　

勘
原　
　

尚

副
会
長　

人
見　

正
卓

副
会
長　

堀
井　

恭
子

専
務
理
事　

庄
林　

幸
士

会
計
理
事　

関
口　

吉
則

料
　
理

飲
食
業

料
　
理

飲
食
業

料
　
理

飲
食
業

料
　
理

飲
食
業

料
　
理

飲
食
業

国
民
健
康

保
険
組
合

https://www.kyoto-nakaryo.com

理
事
長　

佐
々
木
邦
泰

副
理
事
長　

川
村　

岩
松

副
理
事
長　

辻　
　

雅
光

副
理
事
長　

髙
澤　

陽
一

常
任
理
事　

加
藤　

雅
也

常
任
理
事　

土
井　
　

明

会
計
理
事　

岡
本　

賢
志

会
計
理
事　

加
納　

雅
人

議　
　

長　

永
田
由
美
子

副
議
長　

奥
村　

洋
史

理
事
長　

牧
野　

順
二

副
理
事
長　

石
谷　

彰
男

副
理
事
長　

横
山　

由
数

副
理
事
長　

四
方　

幸
廣

副
理
事
長　

新
造　

一
夫

副
理
事
長　

本
城　

忠
宏

副
理
事
長　

中
谷　

安
志

事
務
局
長　

武
原　

賢
三

料
　
理

飲
食
業

京
都
中
京
　  

組
合

料
　
理

飲
食
業

組
合
長　

水
嶋　

道
純

副
組
合
長　

山
本
治
兵
衛

副
組
合
長　

眞
下　

弘
明

事
務
局　

上
林　

大
基

京
都
府
中
華
料
理
生
活
衛
生

同
業
組
合

　
　
　

  

中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入

　
　
　
　

  　
　

京
都
料
飲
国
保
会
館
三
階

電
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ  

２
２
２ ̶ 

２
５
８
０

〒
６
０
４̶

　

０
９
５
１

理
事
長　

上
野　

博
史

副
理
事
長　

宮
路　
　

保

副
理
事
長　

矢
野　

義
雄

副
理
事
長　

杉
山　

公
和

常
務
理
事　

松
下　

貞
幹

会　

長　

園
部　

平
八

副
会
長　

三
嶋　

吉
晴

副
会
長　

栗
栖　

正
博

副
会
長　

四
方　

幸
廣

副
会
長　

中
西　

行
光

副
会
長　

佐
々
木
邦
泰

京  都  料  理  飲  食  新  聞２０２３年（令和５年）８月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３６０号 （２）



「高野豆腐店の春」 令和５年８月18日より、MOVIX京都ほか全国ロードショー

豆腐づくりが生む父娘の鎹（かすがい）

M O V I E

　「まずはそのまま、それから塩で」̶ ̶余
計なものが一切入っていない豆の味がしっ
かりした豆腐の食べ方として、これほど相
応しいものはないだろう。オリジナルのた
れや多彩な薬味もそれはそれで美味いが、
品書きには塩を添える組合員各位も少なく
ないのではないか。
　尾道で店を構える昔ながらの小さな豆腐
屋が本作の舞台。大豆と水とにがりのみを
使った豆腐が、何気ない日々の幸せの如し。
そんな素朴な味わいを描く。堅物な職人気
質かと思いきや、お茶目でキュートな父（藤
竜也）と、気立ても面倒見もよく、しなや
かな芯の強さをもつ娘（麻生久美子）が、
ときに寄り添い、ときにぶつかり合いなが
ら、いくつもの意味合いを含む「春」を迎
える物語だ。

　娘は言う。「にがりでお豆腐の人格が決
まる」と。丁寧に手づくりされるきめ細や
かな豆腐は、「やわらこぅて、甘くて、じゃ
けど少し苦みも残して」、父親そのものの
味がすると。そう言われてみれば、豆腐は
なんとなく人生に似ている。冷奴や味噌汁
だけでなく、いかに料るかは自由自在。ど
う生きるかも己次第。
　豆腐のある幸いをしみじみと噛みしめ、
観終わったときには、和食店でなくとも明
日のメニューへ豆腐を盛り込む算段をして
しまうこと間違いなし。当方は作中同様、
娘の手料理として登場した「豆腐と玉子の
炒めたん」で晩酌を愉しませていただいた。
組合員各位の豆腐料理の得手は何か、機会
があればお聞かせあれ。

豆
腐
は
毎
日
食
べ
ま
す
よ
。

夏
で
も
、
味
噌
汁
が
い
い
ね
。

　「豆腐は毎日食べますよ。夏の暑いときでも、
味噌汁がいいね」。シナリオを読んだ際、好物の
汁物を飲んでほっとするのと同じ気持ちを感じた
という主演・藤竜也氏へのインタビューが叶った。
脚本を手掛けた三原監督とは三度目のタッグとな
る。前作「しあわせのかおり」（2008 年）では、「中
国料理店の店主を演じるために、５カ月半もト
レーニングしました。本場のシェフとマンツーマ
ンで」。今回はそこまで長い時間は取れなかった
が、普段から料理をするというだけあって、職人
としての手際の良さや年季の入った姿勢を見事に
体現している。「もう必死に手本（指導担当の大将）
を見るしかない。食い入るように見て、腰の位置
や手をかける場所などを吸収した」と言うが、そ
んな付け焼き刃には到底見えない。肝となる冒頭
と結末の作業シーンは、神妙ですらある。
　「ロケハンにも同行させてもらいましてね、高
野辰雄という男の来し方やバックボーンに大いに

共感しました。彼に身体
を貸している感覚で、自
分の意識が働いたのは『こ
こから先は見切れるな』
ぐらい（笑）。警察で娘（麻
生久美子）の恋人に頭を

下げる場面と、彼女から
の大切な言葉を受け止め
るラストシーンは、感極
まりました」。振り返り語
る氏の目頭が熱くなって
いたように見受けられた
のは、気のせいではないだろう。
　戦争の爪痕が残る時代と、尾道という土地。そ
こには日常のささやかな歓びを大切にしたい監督
の想いが秘められている。役づくりについて話す
際、氏が「（戦争を）伝えられる最後の世代だ」
と口にされたことも、ここでお伝えしておきたい。

Ⓒ2023「高野豆腐店の春」製作委員会
配給：東京テアトル
監督・脚本：三原光尋

出演：藤竜也、麻生久美子、中村久美　ほか

「くるりのえいが」 令和５年10月13日（金）より、MOVIX京都ほか全国劇場3週間限定公開＆デジタル配信開始

1枚のアルバムと、1席のコースと

M O V I E

　立命館大学の音楽サークルに所属していた岸田
繁、佐藤征史、森信行が1996年に結成し、つじあ
やのや10-FEETらとともに全国区に駆け上がった
京都出身の3ピースバンド、くるり。毎年、秋に梅
小路公園で開催される「京都音楽博覧会」の主催
（2023年は10月8日、9日開催）でもある彼らが、
2002年に脱退した森も参加し、オリジナルメンバー
が揃って1枚のアルバムを制作する様子を追ったド
キュメントだ。
　岸田は言う。「おじさんの同窓会はかなんねん」「余
力で飛びたくない」。3人が曲作りを始める。1枚の
アルバムが、1曲ができる間には沈黙があり、爆笑
があり、トライアル&エラーが続く。トラックダウ
ン前のスタジオの様子は裏方、どこか厨房の隅を思
わせる。飲食店に例えるなら、シェフとパティシエ
とホール担当が1席のコースを新たに作るようなも
のと言えば、その感覚は伝わるだろう。

　今までと同じものは作りたくない。とは言え自分
のテイストは出さねばならぬ。これは音でも味でも
同じだろう。舌を使うか耳を使うかだけの違いだ。
　「飲み屋とレコ屋と服屋とは繋がっとけ」。とある
ライブハウスのマネージャーが駆け出しのバンドた
ちに必ずこう言ったという。組合員各位の店に、メ
ジャーを目指すミュージシャン常連がいたら、是非
とも応援してあげてほしい。

Ⓒ2023「くるりのえいが」Film Partners
配給：KADOKAWA／監督：佐渡岳利

出演：くるり 岸田繁、佐藤征史、森信行／音楽：くるり

お 供の ～ 映画 ・ 本 ・ 音楽 情報 ～
H o l i d a y

R e c o m m e n d a t i o n

I N T E R V I E W

文／椿屋
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今
年
も
全
国
中
華
料

理
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
傘
下
の
全
て
の

組
合
員
を
対
象
に
、「
ヘ

ル
シ
ー
中
華
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
実
施
さ
れ

る
。
第
11
回
目
を
数
え
、

各
組
合
の
所
属
人
数
に

よ
っ
て
応
募
可
能
作
品

を
決
定
す
る
。
京
都
府

の
出
品
枠
は
大
阪
、
東

京
の
６
に
次
ぐ
４
枠
だ

が
、
昨
年
は
残
念
な
が

ら
各
賞
受
賞
は
な
ら
な

か
っ
た
。

　

地
方
予
選
、
最
終
応
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請
に
つ
い
て
は
、
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時
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募
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を
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け

付
け
、
今
月
31
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に
全

中
連
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局
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募
作
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真
お
よ
び
レ
シ

ピ
）
必
着
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
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っ
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応
募
、

そ
し
て
京
都
か
ら
も
受

賞
作
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を
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京
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は

去
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和
５
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月
３
日
（
月
）
午
後
２
時

30
分
か
ら
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料
飲
国
保
会
館
１
階
会
議
室
に

お
い
て
、
第
３
回
の
理
事
会
を
行
っ
た
。

　

次
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題
に
つ
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て
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、
報
告
し
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出

席
者
全
員
了
承
の
う
え
で
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了
し
た
。
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期
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に
つ
い
て

◎
組
合
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集
に
つ
い
て

◎
料
理
勉
強
会
に
つ
い
て

◎
全
国
大
会
参
加
に
つ
い
て

◎
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ
ア
参
加
に
つ
い
て

◎
新
組
合
員
に
つ
い
て

第
３
回
理
事
会
を
開
催

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
０

《
料
理
部
門
》

●
麺
類
、
ご
飯
も
の
の
「
麺
・
飯
の
部
」

●
一
品
料
理
を
中
心
と
し
た
「
料
理
の
部
」

レ
シ
ピ
付
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、
写
真
（
デ
ー
タ
）
を
添
付
し
、
期

限
ま
で
に
事
務
局
に
提
出
。

審
査
基
準
を
統
一
す
る
た
め
、
最
高
原
価
率
を
40
％
と
し
、
販
売
価
格

は
麺
飯
の
部
が
１
０
０
０
円
、
料
理
の
部
が
２
０
０
０
円
と
す
る
。

　

令
和
３
年
度
の
優
秀
作
品
・
金
賞
受
賞
作

品
は
左
記
の
と
お
り
。
ぜ
ひ
、
今
年
は
京
都

か
ら
受
賞
作
品
を
。

❶
料
理
部
門　

最
優
秀
作
品
・
大
臣
賞
受
賞
「
鮎
の
二
種

揚
げ
物
」
／
関
東
地
区 

群
馬
県
組
合
／
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ダ

イ
ニ
ン
グ 

天
壇
／
成
澤
純
一
氏
作
品　

❷
麺
飯
部
門　

最

優
秀
作
品
・
大
臣
賞
受
賞
「
酸
辣
番
茄
炒
飯
（
裸
麦
炒
飯

ト
マ
ト
包
み
酸
辣
餡
か
け
）」
／
西
部
地
区 

愛
媛
県
組
合

／
雁
飯
店
中
華
割
烹 

大
岩
／
坪
内
譲
治
氏
作
品　

❸
料
理

部
門　

金
賞
「
愛
媛
一
品
豆
腐
（
愛
媛
県
産
高
麗
人
参
と

豆
腐
の
飾
り
蒸
し
）」
／
西
部
地
区 
兵
庫
県
組
合
／ 

雁
飯

店
中
華
割
烹 

大
岩
／
高
智
優
氏
作
品　

❹
料
理
部
門　

金

賞
「
豆
渣
金
沙
千
層
海
鮮
（
お
か
ら
の
キ
ン
サ
ー
炒
め 

海

鮮
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
と
共
に
）」
／
西
部
地
区 
岐
阜
県
組
合

／
中
華
料
理 

サ
ン
コ
ッ
ク
／
山
田
健
三
郎
氏
作
品　

❺
麺

飯
部
門　

金
賞
「
燻
鯛
魚
粥
（
燻
製
真
鯛
の
中
華
粥
）」
／

西
部
地
区 

愛
媛
県
組
合
／
中
華
料
理 

舞
華
／
三
谷
真
氏

作
品　

❻
麺
飯
部
門　

金
賞
「
有
机
沙
粒
冷
麺
（
ヘ
ル
シ
ー

野
菜
の
サ
ラ
ダ
風
冷
麺
）」
／
西
部
地
区 

富
山
県
組
合
／

ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
ｎ 

ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ 

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ 

満
寿
園
／
三

由
隆
太
郎
氏
作
品

﹇
随
時
﹈
地
方
組
合
に
よ
る
応
募
作
品
選
定
（
予
選
・
随
時
受
付
）

﹇
８
月
31
日
最
終
﹈
全
中
連
事
務
局
に
応
募
作
品
（
写
真
及
び
レ
シ
ピ
）
必
着

﹇
９
月
１
日
〜
﹈
デ
ー
タ
加
工
・
作
品
仕
上
げ

﹇
９
月
末
日
﹈
審
査
〜
審
査
終
了

﹇
10
月
初
旬
﹈
大
臣
賞
賞
状
印
刷
〜
大
臣
印
押
印
依
頼

﹇
10
月
17
日
﹈
全
国
大
会
会
場
に
て
発
表
及
び
表
彰
（
最
優
秀
賞
・
金
賞
）。

　
　
　
　
　
　
同
時
に
会
場
に
て
優
秀
作
品
を
展
示
予
定

﹇
12
月
30
日
﹈
優
秀
作
品
レ
シ
ピ
集
。
冊
子
及
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
を
作
成
、
組
合
員
に

　
　
　
　
　
　
配
布
。
銀
賞
以
上
受
賞
者
に
は
記
念
の
額
入
り
パ
ネ
ル
を
贈
呈
。

各
部
門
ご
と
に
各
賞
を
設
け
る
。

◎
最
優
秀
作
品
賞

◎
金
賞

◎
銀
賞

◎
優
秀
作
品
賞

◎
特
別
賞

............................................. 

１
作
品
（
計
２
作
品
）

............................................................. 

２
作
品
（
計
４
作
品
）

............................................................. 

３
作
品
（
計
６
作
品
）

........................................................... 

そ
の
他
の
作
品

............................ 

賞
の
対
象
外
作
品
で
、
特
に
注
目
す
べ
き

作
品
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

《
賞
》

最
優
秀
賞

金
賞

銀
賞

特
別
賞

賞 応
募
要
項

（
最
優
秀
賞
・
金
賞
は
表
彰
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
に
は
賞
状
と
盾
、
金
賞
に
は
賞
状
が
贈
ら
れ
る
）

❶

❷

❸

❹

❺

❻
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京
都
府
飲
食
業
生
活
衛
生

同
業
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

　

先
の
総
会
で
そ
の
設

立
計
画
が
明
か
さ
れ
た
、

新
た
な
単
位
組
合
が
設

立
さ
れ
た
。
組
合
員
は

完
全
新
規
、
名
称
を
京

都
洛
仲
飲
食
業
経
営
組

合
と
し
、代
表
に
は
（
有
）

あ
ん
じ
の
中
谷
氏
を
据

え
発
足
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
が
落

ち
着
き
だ
し
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
忘

れ
て
い
た
日
常
が

戻
り
つ
つ
は
あ
る
。

た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍

で
飲
食
業
が
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
た

問
題
が
解
決
さ
れ

た
訳
で
は
な
く
、

「
情
報
交
換
や
新
た

な
情
報
が
共
有
で
き
る

場
、
困
っ
た
時
に
交
流

で
き
懇
親
で
き
る
場
と

し
て
若
手
を
中
心
に
設

立
を
い
た
し
ま
し
た
」

と
説
明
し
て
い
る
。

新
し
い
単
位
組
合
を
発
足

京
都
洛
仲
飲
食
業
経
営
組
合

　

中
京
料
飲
組
合
は
去

る
令
和
５
年
６
月
26
日

（
月
）、
東
華
菜
館
に
お

い
て
令
和
５
年
定
期
総

会
を
開
催
し
た
。

　

役
員
選
考
で
は
、
松

井
信
也
理
事
長
が
全
員

一
致
で
就
任
、
松
井
理

事
長
は
「
組
合
員
を
増

や
し
、
若
い
力
で
活
動

を
広
げ
て
い
く
事
が
大

事
」
と
述
べ
た
。

　

令
和
５
年
度
の
会
計

収
支
予
算
な
ど
、
各
議

事
内
容
に
お
い
て
も
全

員
一
致
で
採
択
、
そ
の

後
中
京
警
察
署
よ
り
繫

華
街
な
ら
で
は
の
注
意

喚
起
等
の
話
が
あ
っ
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
懇
親
会

だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
明
る
く
談

笑
も
弾
み
、
来

賓
か
ら
も
「
中

京
料
飲
が
活
気

を
出
す
姿
を
見

れ
て
い
い
総
会

に
な
っ
て
良
か
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　

最
後
は
「
中
京
区
か

ら
元
気
に
！
」
と
、
飲

食
業
の
繫
盛
を
願
い
閉

幕
し
た
。

新
た
に
理
事
長
を
選
出

中
京 

第
74
回
定
期
総
会

　

洛
北
料
旅
飲
食
組
合

が
去
る
令
和
５
年
７
月

３
日
、
滋
賀
県
余
呉
湖

の
徳
山
鮓
に
、
組
合
員

を
含
む
24
名
で
訪
問
し

た
。
こ
れ
は
恒
例
で
行
っ

て
い
る
料
理
研
究
会
実

行
委
員
会
の
活
動
で
、

今
回
訪
問
し
た
徳
山
鮓

は
、
余
呉
湖
や
湖
北
の

山
々
、
そ
し
て
田
園
風

景
に
囲
ま
れ
た
和
風

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
で
、
こ

こ
で
は
日
本
の
原
風
景

を
楽
し
み
な
が
ら
、
発

酵
料
理
や
自
然
の
恵
み

が
溢
れ
る
食
事
を
提
供

す
る
、
な
れ
鮨
が
有
名

な
名
店
だ
。

　

主
催
は
農
林
水
産
省

の
料
理
人
顕
彰
制
度
「
料

理
マ
ス
タ
ー
ズ
」
で
シ

ル
バ
ー
賞
に
選
ば
れ
た

徳
山
浩
明
氏
。

　

地
産
地
消
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
意
識
し
た
料
理
の

数
々
、
ま
た
家
族
経
営

の
様
子
な
ど
、
見
ど
こ

ろ
が
多
い
研
究
会
と

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
今
、
全

国
的
に
も
評
価
が
高
い

滋
賀
県
の
日
本
酒
、
中

で
も
人
気
を
博
す
「
七

本
槍
」
を
製
造
す
る
冨

田
酒
造
と
、
サ
ラ
ダ
パ

ン
（
た
く
あ
ん
と
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
が
入
っ
た
コ
ッ

ペ
パ
ン
）
で
知
ら
れ
る

つ
る
や
パ
ン
に
も
訪
問
。

コ
ロ
ナ
も
収
束
し
、
楽

し
く
実
り
あ
る
研
究
会

の
開
催
と
な
っ
た
。

湖
北
の
様
々
な
味
を
学
ぶ

洛
北
料
理
研
究
会
実
行
委
員
会

　

同
組
合
が
日
本
政
策

金
融
公
庫
と
共
催
で
、

来
た
る
８
月
30
日
（
水
）

に
ザ
・
サ
ウ
ザ
ン
ド
・

キ
ョ
ウ
ト
に
て
、
表
題

の
通
り
開
催
す
る
。
当

日
は
公
庫
よ
り
融
資
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
が

﹇
日　

時
﹈
令
和
５
年
８
月
30
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
４
時

﹇
場　

所
﹈
ザ
・
サ
ウ
ザ
ン
ド
・
キ
ョ
ウ
ト

あ
り
、
そ
の
後
、
公
庫

の
担
当
者
よ
り
希
望
者

に
は
融
資
・
返
済
や
事

業
に
関
す
る
相
談
が
可

能
。

　

詳
細
は
各
組
合
か
ら

の
配
布
チ
ラ
シ
を
参
照

さ
れ
た
い
。
参
加
希
望

の
場
合
は
同
組
合
へ
申

込
用
紙
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
所
属
の
組
合
へ

連
絡
を
。

　

定
員
は
先
着
順
で
１

０
０
名
と
し
、
締
め
切

り
は
８
月
28
日
（
月
）

ま
で
。

　

手
持
資
金
や
借
入
返

済
に
不
安
の
あ
る
各
位

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

参
加
を
。

日
本
公
庫
の
融
資
制
度
説
明
会

及
び
相
談
会
を
開
催

　

去
る
令
和
５
年
６
月
21
日
（
水
）、
福

知
山
市
料
理
飲
食
業
連
合
会
が
会
員
親
睦

旅
行
を
企
画
、
開
催
し
た
。

　

福
知
山
を
朝
出
て
、
三
方
五
湖
を
回
る

ツ
ア
ー
で
参
加
者
は
21
人
。
バ
ス
は
舞
鶴

若
狭
道
を
走
り
三
方
五
湖
Ｐ
Ａ
で
の
休
憩

を
挟
ん
で
三
方
五

湖
遊
覧
船
に
乗

車
、
昼
食
は
湖
岸

の
食
事
処
、
味
一

休
で
舌
鼓
を
打

ち
、
そ
の
後
は
三

方
五
湖
レ
イ
ン

ボ
ー
ラ
イ
ン
の
リ

フ
ト
・
ケ
ー
ブ
ル

で
ス
リ
ル
と
と
も

に
山
頂
に
行
き
、
雄
大

な
景
色
と
強
風
の
中
、

記
念
撮
影
な
ど
を
行
っ

た
。

　

帰
路
の
バ
ス
の
中
で

は
俳
句
大
会
と
な
り
、

ほ
ろ
酔
い
の
中
山
会
長

か
ら
の
俳
句
解
説
、
蘊

蓄
が
笑
い
を
誘
い
、
楽

し
さ
溢
れ
る
会
員
親
睦

旅
行
と
な
っ
た
。

福
知
山
料
飲
連
合
会
が

会
員
親
睦
旅
行
を
実
施
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右
京
区
太
秦
安
井
西
沢
町
４‒

５

　

     

電
話 

八
〇
二- 

〇
一
九
一

京
都
市
食
品
衛
生
協
会

一
般
社
団
法
人

京
都
市
下
京
区
四
条
通　
　
　
　
　
　

室
町
東
入
函
谷
鉾
町 

七
八
番
地

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
三
階  

三
〇
五
号
室

電
話

Ｆ
Ａ
Ｘ
三
五
三 

│ 

五
〇
一
一

三
五
三 

│ 

五
〇
一
二

社
長　

 

村  

山　

忠  

彦

京
・
三
条
大
橋  

電  

（761） 

三
一
五
一

村
　
山
　
造
　
酢

株
　
式
　
会
　
社

す
し
用

料
理
用

特
撰

京
酢

活
鶉
・
野
鳥
類

活
鮎
・
淡
水
魚ザ

コ
ト
ラ
商
店

株
式

会
社

社
長　

 

桑　

原　

正　

博

京
都
市
左
京
区
仁
王
門
通
川
端
東
入

(771)
三
〇
二
五
・
(761)
四
二
二
七

(761)
九
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

公
益
財
団
法
人

京
都
府
生
活
衛
生

　
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

京
都
市
左
京
区
田
中
西
樋
ノ
口
町
九
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

七
二
二-

二
〇
五
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ　

七
一
一-

六
一
二
三
番

鰹
節
・
海
苔
・
乾
物
・
珍
味

業
務
用

卸
専
門本

社　

祇
園
町
北
側　

☎　
　
〇
六
九
九
㈹

卸
部　

東
大
路
古
門
前
西　
　
〇
二
五
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　
〇
五
九
九　

(561)(561)(561)

中
京
区
錦
小
路
通
麩
屋
町
東
入
ル　
電　

一
六
九
一
㈹

(221)

川
魚
の
老
舗の

と
よ
本
店

の
と
よ
西
店

錦
・
御
幸
町
西　
　
三
七
七
四

(221)

錦
・
柳
馬
場
東　
　
〇
八
一
五

(231)

本　

社　

下
京
区
朱
雀
分
木
町
45-

２　
　

一
二
八
一

（312）

お
酒
は
20 

歳
を
過
ぎ
て
か
ら

よ
ろ
こ
び
の
清
酒

残
暑
お
見
舞
い

　
　

申
し
上
げ
ま
す

二
〇
二
三
年　

晩 

夏

本年度より従事証明が不要
幅広い業種で受験可能に 令和5年度 ふぐ処理師試験

学科試験
［日時］ 令和5年10月22日（日）
［場所］ 京都調理師専門学校
京都市右京区太秦安井西沢町４番５

［日時］ 令和5年10月29日（日）
［場所］ 京都調理師専門学校
京都市右京区太秦安井西沢町４番５

鑑別・実技試験

予備講習会 申込期間：８月21日（月）～９月7日（金）必着

【申込要領】
◆受講料（京都府ふぐ組合員割引あり）

＼ 講習会・申し込みなどの問い合わせは、京都府ふぐ組合まで ／

追加実技（トラフグ1本）

願書受付（要注意です!!）
［期間］令和5年9月4日（日）

～９月8日（金）

試験についての問い合わせ
京都府庁生活衛生課
　  075（414）4757☎

さらに試験対策を充実されたい方に、ふぐ処理実習の追加ができます。今年度よ
り昨年までに本講習会を受講した方についても、追加実技を受けることができま
す。追加実技は、一日コース講習・京都講習の終了後に行います。申込みは予備
講習会申込みと同時にお願い致します。

●予備講習会…36,000円
　ふぐ教本、調理師読本、問題集、処理実技用トラフグ1本、実物鑑別5種類以上
　申し込み後、教科書等を送付致します。当日持参
●追加実技講習…7,000円
　処理実技用トラフグ1本　※処理済ふぐは持ち帰る事ができます。

◎1日コース
◆学科・実技講習
［日時］９月11日（月）　9:00受付講義開始、17:00終了予定
［場所］三河屋　京丹後市峰山町荒山371-4　☎0772（62）2540
◎京都
◆学科講習
［日時］９月28日（木）　9:00受付講義開始、15:20終了予定
［場所］あじわい館　京都市下京区中堂寺南町130（京都中央市場内）
◆実技講習
［日時］10月12日（木）　13:00受付講義開始、15:30終了予定
［場所］あじわい館　京都市下京区中堂寺南町130（京都中央市場内）

講習会のお問合せ：　 ０７５（３１１）５０８０　担当／山下（㈲山豊）まで　※9:00～13:00厳守でお願いします
申し込み先： 〒６０６-８１０７ 京都市左京区高野東開町17-３ ひばなや宛
☎

令
和
５
年 
魚
鳥
施
餓
鬼

９
月
15
日
に
開
催

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

　

京
都
料
理
組
合
は
、

来
る
令
和
５
年
９
月
15

日
（
金
）、
金
戒
光
明
寺

に
お
い
て
、
物
故
者
法

要
並
び
に
魚
鳥
施
餓
鬼

を
例
年
ど
お
り
行
う
。

　

魚
鳥
施
餓
鬼
は
、
現

在
の
組
合
の
元
と
な
る

江
戸
期
に
で
き
た
魚
鳥

講
結
成
以
来
、
生
も
の

を
扱
う
職
業
と
し
て
、

魚
や
鳥
を
供
養
す
る
放

生
会
（
ほ
う
じ
ょ
う
え
）

で
あ
り
、
殺
生
を
戒
め

る
仏
事
。
供
養
と
と
も

に
鳩
や
鯉
を
放
つ
。

　

場
所
は
幕
末
に
会
津

藩
の
本
陣
と
な
り
、
新

選
組
発
祥
の
地
と
な
っ

た
こ
と
で
も
知
ら
れ「
黒

谷
さ
ん
」
の
愛
称
で
呼

ば
れ
る
金
戒
光
明
寺
。

組
合
員
各
位
に
は
、
歴

史
に
触
れ
る
意
味
で
も
、

万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
を
。

令
和
３
年
９
月
15
日
（
金
）

金
戒
光
明
寺
（
黒
谷
本
堂
）

京
都
市
左
京
区
黒
谷
町
１
２
１

☎
０
７
５（
７
７
１
）２
２
０
４

京
都
料
理
組
合

☎
０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３

日

時

場

所

問
い
合
わ
せ

﹇﹇﹇

﹈﹈﹈
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FAX 592 -5253
（075） ㈹☎ 593-3101

サービス網万全の

京都市山科区西野大鳥井町75－1

2つとない風味あん

東山区大和大路通七条下ル3
電話 （531） 2177 （代表）

園遊会・バザー・業務用

1号缶
2号缶
4号缶

遠隔地向長期保存
進物用、ご家庭用

缶
詰 }

味 み ふ じ不 二
小倉あん ぜんざい こしあん

第464号

京
都
料
理
飲
食
業
国
民
健
康
保
険
組
合

編
集
人　

石
谷
彰
男

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
５（
２
５
６
）３
３
２
６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
５（
２
５
６
）６
４
３
８

第
１
４
６
回
通
常
組
合
会
開
催

「
令
和
４
年
度
事
業
報
告
」
等
を
提
案

　

去
る
令
和
５
年
７
月
31
日
（
月
）、

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
お
い
て
第
１

４
６
回
通
常
組
合
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
４
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
歳
出
決
算
・

剰
余
金
処
分
案
、
令
和
５
年
度
補
正
予

算
案
等
６
議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
９
月
号

に
掲
載
し
ま
す
が
、
本
号
で
は
、
令
和

４
年
度
の
事
業
報
告
の
特
徴
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈第１４６回組合会に提案された議案〉
①令和４年度事業報告　②令和４年度組合会計歳入歳出決算　③令和
４年度特別会計歳入歳出決算　④令和４年度両会計の剰余金処分　⑤
令和５年度組合会計歳入歳出補正予算　⑥役員（理事）の選任

被
保
険
者
数
は

一
時
的
に
増
加
、

　
　
　
　

そ
の
後
減
少

　

被
保
険
者
数
は
、
令
和
４
年
度
当

初
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
係
協
力
金
等

の
保
険
料
算
定
の
た
め
、
市
町
村
国

保
よ
り
割
安
な
料
飲
国
保
へ
の
事
業

主
の
異
動
が
多
く
あ
り
一
時
的
に
増

加
し
ま
し
た
が
、
10
月
以
降
は
減
少

傾
向
に
な
り
ま
し
た
。
表
は
令
和
５

年
度
６
月
末
ま
で
の
状
況
で
す
。

過
去
最
高
の
医
療
費

財
源
の
国
庫
補
助
金
は
減
少

　

令
和
４
年
度
の
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
年

間
医
療
費
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
も
さ
ら
に
増

加
し
て
過
去
最
高
の
18
万
５
４
９
９
円
で
し
た
。

医
療
費
や
高
齢
者
関
係
拠
出
金
の
財
源
は
、
保

険
料
と
国
庫
補
助
金
で
す
。
こ
の
５
年
間
に
医

療
費
等
は
16
億
９
千
万
円
か
ら
19
億
４
千
万
円

と
約
２
億
５
千
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
国
庫
補
助
金
は
ほ
ぼ
同
額
の
約
10
億
円

と
保
険
料
の
占
め
る
割
合
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
こ
れ
が
組
合
員
の
皆
様
の
保
険

料
負
担
を
増
加
さ
せ
て
い
る
主
な
要
因
で
す
。

［公示］令和４年度京都料理飲食業国民健康保険組合歳入歳出決算書
〈歳入〉

大　　分　　類 金　　　額
〈歳出〉 （単位：円）

（単年度収支＝歳入－繰入金－繰越金－歳出）

組 合 会 費

総 務 費

保 険 給 付 費

後期高齢者支援金等

前期高齢者納付金等

介 護 納 付 金

共同事業拠出金等

保 健 事 業 費

諸 支 出 金

歳 出 合 計

国 民 健 康 保 険 料

国 庫 支 出 金

府 支 出 金

市 町 村 支 出 金

共 同 事 業 交 付 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

歳 入 合 計

1,147,027,020

1,051,954,436

4,644,000

2,075,000

50,256,000

3,093,852

0

296,269,951

1,420,099

2,556,740,358

1,517,254

125,917,275

1,245,703,152

374,611,596

152,619,975

193,539,364

48,738,882

61,323,571

36,893,227

2,240,864,296

単 年 度 収 支差引残高（歳入－歳出） 315,876,062 19,606,111

大　　分　　類 金　　　額

被保険者数等（各年度末※）

医療費等の国庫補助金の割合（千円）

（人）

※R5年度はR5年6月末時点

1,564

1,440

124

1,924

3,320

6,684

事業主

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

従業員

家　族

被保険者数

組合員

後期高齢

1,538

1,416

122

1,817

3,206

6,439

1,522

1,390

132

1,836

3,146

6,372

1,599

1,459

140

1,902

3,156

6,517

1,492

1,354

138

1,890

2,982

6,226

令
和
４
年
度
の
決
算
は

僅
か
に
黒
字
だ
が
、
実
質
は…

　

令
和
４
年
度
決
算
は
保
険
料
の
増
加
も
あ
り

ま
し
た
が
、
医
療
費
も
大
き
く
増
加
し
た
た
め
、

僅
か
な
黒
字
（
１
９
６
０
万
円
）
で
し
た
。
し

か
し
、
国
庫
補
助
金
の
超
過
交
付
（
２
３
５
３
万

円
）
が
あ
り
、
令
和
５
年
度
に
返
還
が
必
要
の
た

め
実
質
は
３
９
３
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

※単年度収支＝歳入額－前年度繰越金－繰入金－歳出額

R1年度

歳入額 25億5,674万0千円

22億4,086万4千円

3億1,587万6千円

1,960万6千円

24億7,802万9千円

21億8,175万9千円

2億9,627万00円

△1億3,109万5千円

7,871万1千円

5,910万5千円

1,960万6千円

1億5,070万1千円

103.2%

102.7%

106.6%

-

歳入歳出差引

単年度収支※

歳出額

R3年度 増減 伸び率

国庫補助金の割合は5年間に約1割減！

1人医療費は5年間に約1.32倍！

H30年度 1,693,847

1,822,284

1,675,485

1,885,414

1,942,650

997,135

1,049,511

852,592

970,544

982,361

58.9%

57.6%

50.9%

51.5%

50.6%

R1年度

R2年度

R3年度

R4年度

医療費等 国庫補助金

H30年度 144,956

147,644

149,164

147,382

173,768

140,225

161,647

147,375

177,970

185,499

R1年度

R2年度

R3年度

R4年度

保険料 医療費

財源割合

被保険者1人当たりの保険料と医療費（年間：円）
１人当たり医療費・保険料（年間：円）

医療費等の財源割合

19
18
17
16
15
14
13
12
11
10

万円

H30 R1 R2 R3 R4

保険料医療費

H30 R1 R2 R3 R4

□保険料■国庫補助金

58.9% 57.6% 50.9% 51.5% 50.6%

40.1% 42.4%
49.1%

48.5% 49.4%
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まるそう高野（まるそうたかの）
福知山市岩崎4-3　TEL.0773（27）3752

高野　公宜

10
年
後
に
そ
な
え
て
︑

　
　

10
分
あ
れ
ば
筋
ト
レ
し
て
ま
す Takano  Masayoshi

＼ ／

修業先の嵐山 熊彦の仕事が面白すぎてUターンが延び
延びに。契機は嵐山も福知山も大きな被害に遭った
2018年の洪水。「『帰ってこい』と言われてたんですが、
嵐山の方を優先しまして（笑）」。家業に戻れば戻ったで
「モチベーションが保てず（笑）」ではあったが、数年前
に始めたお節料理が好評を博し、徐々に「自分の店」と
いう感覚が生まれている今日この頃だ。

言
い
た
い

放
談

今
月
の

アレもコレも、上手くハマれば5年後は期待大。

宮
津
料
飲
組
合　

組
合
長　

三
宅
幸
広

み

や
け
ゆ
き
ひ
ろ

亡
き
友
人
の
後
を
継
い
で
再
登
板

コ
ロ
ナ
明
け
の
宮
津
に
乞
う
ご
期
待

前
組
合
長
と
は
同
級
生
で
同
業

こ
こ
は
自
分
が
、
と
い
う
気
持
ち

　

当
店
は
１
９
７
０
年

に
両
親
が
創
業
し
た
総

菜
や
仕
出
し
の
店
で
し

て
、
こ
れ
ま
で
は
仕
出

し
の
他
に
も
店
頭
売
り

も
、
学
校
な
ん
か
の
大

口
の
お
弁
当
、
食
堂
委

託
な
ん
か
も
受
け
て
い

て
、
夜
中
12
時
に
家
に

帰
っ
て
２
時
に
寝
て
、

朝
５
時
に
起
き
て
仕
込

み…

と
忙
し
く
さ
せ
て

も
ら
っ
て
た
ん
で
す
が
、

さ
す
が
に
キ
ツ
イ
な
、

と
。
店
頭
売
り
な
ん
か

は
今
は
止
め
て
る
ん
で

す
が
、
そ
も
そ
も
法
事

な
ん
か
の
仕
出
し
ニ
ー

ズ
も
減
り
ま
し
た
し
ね
。

　

稲
葉
く
ん
の
前
の
岡

田
組
合
長
が
期
待
し
て

い
た
外
資
系
の
ホ
テ
ル
、

フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・

バ
イ
・
マ
リ
オ
ッ
ト
・

京
都
天
橋
立
が
で
き
ま

し
て
、
ど
う
や
ら
メ
イ

ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
な
い

ら
し
い
ん
で
す
ね
。
と

い
う
こ
と
は
周
辺
の
飲

食
店
に
は
あ
り
が
た
い

こ
と
で
、
店
も
増
え
て

は
い
る
よ
う
で
す
。

　

外
国
人
観
光
客
も

戻
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

台
湾
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
が
多
い
よ
う
で
す
よ
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら
日
本
三

景
の
天
橋
立
、
今
は
伊

根
も
人
気
で
す
し
、
ど

う
も
福
知
山
あ
た
り
の

中
丹
を
足
場
に
し
て
、

そ
こ
か
ら
北
へ
南
へ
と

観
光
の
足
が
伸
び
て
い

る
よ
う
で
、
稲
葉
く
ん

が
ボ
ヤ
い
て
い
た
（
笑
）

タ
ク
シ
ー
の
台
数
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

観
光
の
拠
点
と
な
る
ホ
テ
ル
も

ホ
テ
ル
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
期
待

　

50
年
ほ
ど
前
は
今
よ

り
繊
維
産
業
に
需
要
が

あ
っ
て
、
集
団
就
職
で

人
口
が
ガ
ッ
と
増
え
て
、

喫
茶
店
や
夜
の
店
が
増

え
て
、
観
光
客
の
浴
衣

姿
が
見
ら
れ
た
り
、
下

駄
の
音
が
聞
こ
え
て
い

た
ん
で
す
。
今
で
は
そ

も
そ
も
の
人
口
が
減
っ

ち
ゃ
っ
て
ま
す
か
ら
、

い
ず
れ
に
せ
よ
地
元
の

ニ
ー
ズ
だ
け
で
は
ま
か

な
え
な
い
ん
で
す
ね
。

こ
れ
は
痛
し
痒
し
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
が
明
け
て
、

急
に
忙
し
く
な
っ
て
身

動
き
が
取
り
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

当
時
ほ
ど
と
は
言
わ

な
く
て
も
、
若
い
人
に

ど
ん
ど
ん
移
っ
て
き
て

も
ら
っ
て
、
店
を
や
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う

の
が
本
音
で
す
。
飲
食

じ
ゃ
な
く
て
、
他
の
業

界
で
も
い
い
。

　

そ
う
い
う
願
い
と
、
あ

と
、
宮
津
に
は
特
産
が

少
な
い
と
か
、
郷
土
料

理
が
な
い
と
言
わ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
も
な

い
ん
で
す
よ
。
丹
後
の

ば
ら
寿
司
と
か
ね
。
イ

ワ
シ
寿
司
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
回
転
寿
司

も
で
き
る
と
か
。
こ
こ

は
相
乗
効
果
を
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　

若
い
世
代
の
台
頭
と
、

地
の
料
理
を
上
手
く
周

知
で
き
れ
ば
、
５
年
後

は
観
光
客
も
店
も
、
も
っ

と
増
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
よ
。

コ
ロ
ナ
が
明
け
て
、
急
に
多
忙

こ
れ
が
落
ち
着
け
ば
、
き
っ
と

宮
津
料
飲
組
合

昭
和
22
年
設
立

加
盟
店
舗
数
：
23
軒（
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
）

【
事
務
所
】宮
津
市
魚
屋
９
０
４ 

み
や
け
内

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
７
２（
２
２
）３
３
６
８

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
７
２（
２
２
）７
４
５
８

三
宅 
幸
広
（
み
や
け 

ゆ
き
ひ
ろ
）

甘い香りの酸っぱいヤツ
城陽にも存在した名産

青谷梅

　城州白という梅をご存じだろうか。城陽市の青谷
梅林で収穫される梅で、「元々はに媒染剤に使われた
烏梅（うばい）の生産で青谷は広大な梅林になったよ
うで、明治の文献に『シロ』とあり、食べる梅として
広がったのがこの梅ではないかと。 固有種かどうか
は実は分からないんですが、他では聞かないです
ねぇ」と同工房の田中昭夫さん。田中さんがこの梅に
出会ったのは偶然で、もともと小学校の教員で、自
然保護活動を行っていて梅林の存在を知ったという。
20年前の話だ。以来、地域活動として梅祭に協力し
たり、青谷の特産品部会を立ち上げたり、でアレヨ
アレヨとこの「添加物を使わない梅の加工品」を生産
することに。通年扱う商品は梅干しや、写真の梅干
しパウダー、練り梅など20種ほどだ。食材というよ
り調味料ゆえ、料理に展開してもその姿は分かりづ
らいが、簡単なところではパウダーをフレンチフラ
イのフレーバーに使用すれば、簡単に違いが出せる
一品になる。舌に乗せるだけで、他の梅に比べて香

りが甘く、良く立つのが分かる。ポテト150gにつき4g～
5gでも充分「よそとは違う味」になるだろう。ペーストは鱧
に添える等々が王道だが、タルタルソースにして好評な店
もあるという。和歌山に比べれば生産量はもちろん及ばな
いが、我らが京都にも優れた梅はあった。

取材協力：京都青谷梅工房　城陽市中出垣内73-5　☎0774（39）7886
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仕
出
し
・
総
菜
を
扱
う
「
み
や
け
」
の
二
代
目
。
上
賀
茂
な

ど
洛
中
で
７
年
修
業
、
25
歳
で
家
業
を
継
ぎ
、
仕
出
し
や
弁

当
の
他
、
食
堂
の
委
託
な
ど
も
。
今
年
か
ら
４
０
０
〜
５
０

０
ｍ
級
の
初
級
、
中
級
の
登
山
が
趣
味
に

　

前
任
の
稲
葉
く
ん
も

再
登
板
で
し
た
が
、
私

も
な
ん
で
す
。
実
は
彼

と
は
同
級
生
で
、
小
学

校
か
ら
一
緒
で
、
高
校

で
も
仲
良
く
な
っ
て
、

卒
業
後
も
同
じ
料
理
の

道
に
入
り
ま
し
た
し
。

私
の
修
業
先
が
上
賀
茂

で
、
彼
が
西
陣
で
、
よ

く
悩
み
を
打
ち
明
け

合
っ
た
り
し
た
も
ん
で

す
。
彼
が
出
て
い
る
こ

の
新
聞
を
読
ん
で
「
洋

一
（
稲
葉
前
組
合
長
）

く
ん
ら
し
い
こ
と
を
言

う
て
る
な
ぁ
（
笑
）」
と
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に

１
年
任
期
を
残
し
て
亡

く
な
っ
た
の
で
、
と
り

あ
え
ず
誰
か
が
、
と
い

う
こ
と
で
私
が
手
を
挙

げ
ま
し
た
。

　

稲
葉
く
ん
が
手
を
付

け
て
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
制
作
な
ん
か
を
、

ま
ず
は
引
き
継
ご
う
と
。

あ
と
、
彼
は
亡
く
な
っ

た
後
、
京
都
府
優
秀
技

能
者
名
誉
賞
を
受
賞
し

て
る
ん
で
す
。
全
国
の

催
事
で
焼
き
鯖
寿
司
を

販
売
し
て
地
域
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
こ
と
を
評

価
さ
れ
て
。
彼
が
新
聞

で
言
っ
て
い
た
「
京
都

ブ
ラ
ン
ド
た
り
得
る
産

品
」
で
す
よ
ね
。
組
合

で
そ
の
思
い
を
継
い
で

行
け
た
ら
、
そ
う
い
う

店
が
出
て
き
て
く
れ
た

ら
と
、
そ
う
思
っ
て
い

ま
す
。

（左）袋に入れて「シャカシャカ」
やるフレンチフライにパウダー
を入れ、さらにペーストを蜂蜜で
のばしたディップを添え、「梅好
きのためのフレンチフライ」の完
成だ。ちなみに青梅だけをパウ
ダーにしたものもあり、こちらは
40gで7000円と高級店向け
（下）いずれも城州白を50％以
上原料とした「京都青谷ねり梅」
は90gで380円、「梅干しパウ
ダー」は100gで1400円と少々
張るが、文中にあるように数グ
ラムで違いが出せるのでコスパ
は決して悪くない

〈一面：答え〉⒈ エ　⒉ イ　⒊ ア　⒋ イ　⒌ 花供曽
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